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～ タイムリーな情報を、いち早く皆様にお知らせします ～ 

◆３世代の社会づくりに取り組む…透析ホテルから 

３世代の社会づくりと透析ホテルを連動させていきます。祖父

母、子、孫が別々に生活しながら、あるときには集まることができ

る地域社会と家族の在り方を追求し、スポーツや文化という概念を

くっつけるのです。年寄りには医療のサポートがなされ、好きなこ

とができる社会を目指します。 

特に透析患者は個人にもよりますが、だいたい週３回透析しなけ

ればならず、生活が制限されるので、仕事も遊びも自由にできませ

ん。そこで家族・友人と海外旅行が気軽にできるよう透析ホテルを

作るのです。まずはベトナムを拠点とした海外旅行を企画します。

ベトナムの透析機械は全部日本製で看護師の質も良いです。ベトナ

ムで透析にかかる費用は日本の約半分ぐらいです。透析ツアーは患

者１０名単位でグループを作り、企画・実行していきます。 

 

◆日本でエステ技術の研修 

来年、ホーチミンでの日本式エステティックサロンの

開業を目指し、日本の技術を取得する目的で技術者でも

ある女性経営者２名が研修のため来日されました。研修

期間は７日間、フェイシャル、ボディケアを学び日本の

技術の高さに驚きながらも最終日には中級のディプロ

マを取得されました。ベトナムから東南アジア、米国へ

と「日本のエステ事業海外化」が始動しました。 

◆シェアリングビジネスの派生と人財の２極化 
シェアリングビジネスはビジネスとして成り立つ可能性が高く、

今後様々なところに派生していくことが考えられます。これからの

ビジネスモデルに必要とされる人財は基本的に３つあります。 

「考える」人財は企画することができる人で、１００人に２人ぐら

いしかいません。「実践」する人財は１０人に１～２人ぐらいで、

企画して実践する人財がいればいいですが、そういう人財を見つけ

るのは難しいでしょう。「動きの歯車」となる人材は実際に動く人

のことです。人財の２極化というのは「考える」人財、「実践」す

る人財で、「動きの歯車」となる人材は２極化の中には入りません。 

中国、日本、アメリカ、ベトナムの４か国の人の出来栄え、能力

の発揮度をグラフにしてみると、今はアメリカが最も高く、中国、

日本、ベトナムと続きます。しかし、この能力の発揮度は、国力・

企業力・個人の力で構成されており、中国では１/４、アメリカで

は３/５、日本では２/３、ベトナムでは１/６くらい国力という下駄

をはかされています。企業力を見ると、中国の企業力はあまりたい

したことはなく、日本の企業力はそこそこ、アメリカの企業力はそ

れほどでもなく、ベトナムの企業力は弱いと言えます。 

                  個人の力は黒い部分で、 

日本が一番低いことが 

わかります。 

ビジネスの本質を考え 

ることのできる人財・就 

社社員の育成が不可欠 

です。 

◆新時代 

２１世紀は「葛藤の世紀」といわれていますが、最近

これは２０世紀の見方ではないかと思っています。 

あくまでも表面的な捉え方です。現代人は、本質を捉え、

いかに活きるかを考えないと人間らしい活き方が出来

ないように思います。さて、２１世紀をどう見るか。近

代の人間のあらゆる面で起こっている臨界状態の矛盾

が爆発寸前にあり、至る所で初震が発生しているのでは

ないでしょうか。現代人が、これらの矛盾を如何に止揚

する事が出来る人間になるかが課題です。 

 

◆会話の工学    

会話には、３つのレベルがあります。第一のレベルは、

社会生活をおくる上で最低限の意思疎通が出来るレベ

ルです。第二のレベルは、社会の一員として共同生活が

出来るレベルです。第三のレベルは、集団付加価値を創

造する会話が出来るレベルです。表題で「会話のテクニ

ック」ではなく、「会話工学（エンジニアリング）」とい

っているのは、会話のテクニックは事例的には持ってい

ても、状況や自分のスタイルに合わせて編み出すもので

あり、身に付けるものは原理原則であるからです。 

 

 

◆ベトナム視察（１２月スケジュール） 

１２月の西山訪越スケジュールは下記の通りです。 

 

★第１回：１２／１０（木）～１４（火） 

             ※１５（水）日本着 

★第２回：１２／２５（金）～３０（水） 

             ※３１（木）日本着 


